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1) 釧路湿原環境教育WGの検討概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 進め方-1 ○ 
 釧路湿原環境教育WGの検討概要 

○ 「釧路湿原環境教育ガイド（児童生徒用）」と「指導資料（教師用）」の作成 
 

1.釧路湿原環境教育ガイド（児童生徒用） 
ア 作成目的 

 ・流域の小中学校の「総合的な学習の時間」の学習テキスト用として作成する。 
 

イ 内容構成 
 ・体験活動の前段階として湿原に関心をもったり、自分の課題をもつことができる 
  ような基礎的な情報提供 
 ・自然との触れ合いや調査・観察などの体験活動の方法､話し合いの方法､発表の方 
  法など、学び方を育てるための自主学習の手引き          
 ・調査するために必要な情報提供（関連施設、関係図書、専門家、ＮＰＯなど） 
 ・湿原保全のための情報提供 
 
2.指導資料（教師用） 
ア 作成目的 

 ・上記の環境教育ガイドを使用して指導する際、教師の参考資料として作成する。 
 

イ 内容構成 
 ・｢総合的な学習の時間｣で指導するに当たって ・詳しい湿原情報 
 ・｢環境教育ガイド」の活用方法 ・各ページの解説 
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2) 市民参加、環境教育等の推進に関する 10 の提言 
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10. 

人づくり 

ネットワークづくり 

協働の実験場 

7.継続的な学びの機会 

8.国立公園の新しい利用形態

9.来訪者サービス 

〈市民参加促進〉

1.関心喚起 

3.広報改善 

2.理解・普及 

4.合意形成 

5.参加の促進 

6.支援拡大 

〈環境教育〉 

○ 釧路湿原の自然再生のために 

1.湿原への関心を喚起する 

2.湿原と人との関わりの歴史と今を知る 

3.自然再生の仕組みや動きを広める 

4.情報公開と合意形成を進める 

5.地域・市民の参加を促す 

6.幅広い支援・協力を求める 

7.継続的な学びの機会をつくる 

8.国立公園の新しい利用形態を創り出す 

9.来訪者へのサービスを改善する 

10.人・施設・地域のネットワークをつくる 




